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東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

・5月4日（月）～　8日（金）で、新人ＳＷのローテーション研修があります。東病棟は山下

　義則ＳＷです。ペアになったスタッフは指導お願いします。

・防災委員会より、東病棟の緊急連絡網の内容について各スタッフへメールが届いています。自分の氏名・連絡先の電話番号を確認して、訂正があれば東病棟の防災委員の番場ＣＷまでメールで返信して下さい。期限は4月30日（木）です。

・義歯管理の口腔衛生評価の入力が4月26日（日）まででしたが、未入力のスタッフがいる為入力期限を4月30日（木）までとします。必ず入力して下さい。

・環境整備のチェック表にもれがあります。実施したら必ずサインして下さい。

・5月12日に監査が予定されています。日誌やカルテ全般の整備に加えて今回の監査は看護計画の立案・評価・実践の経過などの確認もあるとの事です。今回もカルテ確認の為の提出予定の患者様として、畑山　広志様・安達　貴浩様・川村　和則様・松橋　清子様・外山　尚武様の5名を予定しています。しかしその他の患者様もカルテ整理は確実に実施して下さい。
・隔離室入室患者様の対応として、畑中　成夫様の食器はディスポ食器・割り箸ですが下膳時には確実に全ての食器を回収して下さい。また空き缶やおやつの皿なども使用後は速やかに回収して下さい。現在の畑中様の症状を考慮した、スタッフの安全管理の為に実施している対応である事を今一度確認して下さい。

・記録物のサインもれが目立ちます。モルヒネの残包・備品のチェックなどは安全管理の責任として確認・サインする事で証明となります。確実にサインを実施して下さい。
・今後の入院予定として、5/6　女性　1名、5/10　久保田　トミエ様再入院　の予定です。

＜患者様連絡事項＞

・高間木　八男様～　発熱はない為、セフジトレン（抗生剤）が止めとなっています。

・藤田　金弘様～　タミフル（抗ウイルス剤）は飲みきり止めとなります。明日インフルエンザテスト実施し、陰性であれば隔絶解除との主治医の指示です。
・杉澤　恵子様～　左肩の腫張ですが、主治医へ報告したところ5月連休明けに小坂Ｄｒの診察がある為、その時に診察するようにとの指示です。（南病棟へ確認必要）

・外山　尚武様～　本日血糖の日内変動を実施しています。

・工藤　豊様～　26日（日）に面会で来院された際、本人様が入浴拒否される事を事前に説明し

　　　　　　　　ており、当日面会時間を利用し妻様に一部入浴介助して頂いた所拒否なく入浴

　　　　　　　　できています。5月2日（土）に妻様が面会に来て、再度入浴介助する予定で　

　　　　　　　　すので、病棟からも女性スタッフ数名が対応する予定です。

・坪　邦俊様～　本日御家族から電話があり、5月3・4日の1泊2日の外泊予定を5月3・4・5の2泊3日に変更希望あります。主治医へ情報提供し許可となっています。

・長根　矢一様～　本日午後体温37.2℃→38.7℃へ上昇、主治医へ報告しアンヒバ坐薬（200）1ヶ挿肛、セフジトレン（抗生剤）（100）6Ｔ　3×1/2日分処方となっています。またインフルエンザテスト実施しＢ型抗原（＋）夕よりタミフル2Ｃ

　　　　　　　　　2×1/5日分処方となっています。隔絶対応・感染マニュアルに沿ってガウンテクニック実施して下さい。

　　　　　　　　

＜隔離室入室患者様・要注目患者様ケース＞

・畑中　成夫様～　依然としてスタッフへの水掛け行為は続いています。その行為に関しての振り返りを促しても、自分の行為を正当化しようとする事があり理解に欠けています。夜間の睡眠は確保出来ています。本日は表情の硬さが目立っています。水掛け行為も見られています。現実見当を促し、自分の行為について振り返る時間を提供していきましょう。
・畑山　広志様～　幻聴に左右された発言が目立ちます。突然「お父さん～、お母さん～」と泣き叫ぶ事や、「ごめんなさい」と急に謝ったりと滅裂言動著明です。スタッフとの対話時「お父さんに会いたい」と御家族の面会希望ありますが、現在面会制限がある為、主治医へ情報提供し対応を検討していきます。その事に関しての衝動行為などには注意していきましょう。
・田中　栄様～　本日御家族の面会があり、本人様から自宅に退院要求の電話が頻回にあるとの

　　　　　　　　情報があります。本人の自宅への電話に対して妻様・御子息様が恐怖を感じて

　　　　　　　　おり、精神的にも苦痛を感じているとスタッフに話されています。また本人様からも「周りがうるさくて休めない」と訴えがあり環境調整が必要である事は御家族へも説明しています。本日より増薬となっている為、夜間の睡眠状況を確認しましょう。作業療法も開始となり、集中して行っている事などもご家族へは説明しています。
・細越　定生様～　昨日入院されています。入院時より幻覚・妄想様発言著明にあり、主治医指示にてリントン（精神神経用剤）1Ａ注射しています。夜間入眠困難あるも

　　　　　　　　　朝まで休めています。本日は9時に指示の注射実施した後、入院時検査などを行っています。昨日の事を振り返る事は出来ていますが、睡意強く傾眠傾向です。精神症状や言動について観察していきましょう。

＜新入院患者様情報＞

吹越　弘友紀（ふきこし　ひろゆき）様　25歳　

主病名：精神遅滞　合併症：てんかん

病棟：東Ａユニット

入院形態：医療保護入院

主治医：田名部Ｄｒ

当院には3回目の入院、前回（Ｈ20．7．30～9.10）退院後は知的障害者更生施設「あかしや寮」に戻り、定期的な外来通院を継続していた。発作は日に数回みられる状態で薬物調整を行っていた。今年3月頃より薬による過鎮静が目立つ様になり施設対応困難もあり、家族からも入院での治療希望聞かれ、本日、父親、施設スタッフ同伴で受診。薬物調整、てんかん抑制目的で東Ａユニットに医療保護入院となる。

入院後の経過
11:30スタッフご家族付き添い独歩にて東病棟Aユニット（15号室）へ入院となる。ホールにて過ごされ、コーヒー等飲みたい様子で、時折スタッフオフィスに入ろうとし介入要している。昼食はなかなか食べようとされなかったが、全量摂取している。むせ込みなし。服薬も拒否なく服用している。その後眠気みられふらつきあるため自室誘導し臥床し休んで頂いている。
服薬調整中、てんかんのある患者様であり、歩行時のふらつき見られる為転倒に注意し睡眠や休息を取れるように配慮しながら環境変化への不安の軽減を図っていく。
業者洗濯・買い物カードは作成せず御家族の差し入れ等で対応。

缶コーヒーの提供時間は15時・19時で各1本ずつ。

カレーライス、ハヤシライス、丼ぶり食禁となっている。

白いご飯は苦手らしくふりかけ等で摂取促して下さい。

